
１ 第 1 回生物多様性連携講座 
 
■テーマ 兵庫県の生物多様性の変遷と生物多様性保全の取り組みについて考える 
     ～２０１０年版新たなレッドデータブックからみるひょうごの生物多様性～ 

■日 時  ７月２７日（火） 13：30～16：30 

■場 所  兵庫県公館 

■プログラム    13：35 講演(兵庫県立人と自然の博物館：服部 保) 

               兵庫県の生物多様性 

14：05 活動事例発表（今後調整）各 20 分 

   ・「姫路城のタンポポの現状調査」 姫路市立姫路高等学校 

   ・「絶滅危惧種エドヒガンの保全」 渓のサクラを守る会 

   ・「ため池の植物を中心とした生き物調査」  

播磨ウエットランドリサーチ  

   ・「公共事業におけるレッドデータブックの活用方策」  

                 （株）ウエスコ 

   ・「いきものみっけ事業」   (財)ひょうご環境創造協会  

15：25 休憩 

15：40 パネルディスカッション＆意見交換会 

 
■参加者 ２５０名 
 
■パネルディスカッション 議事録 
 
・服部コーディネーター 
活動事例発表の中で時間が短く十分発言できなかったことや、あるいは他の事例発表の中

で特にこういうことには興味があるなど、最初に 5 分ほどお話をお願いします。 
 
・山本氏 
先ほど生物部の子が頑張って発表してくれて、顧問としては非常に嬉しいです。それ以外

に今姫路城が修理していますので、この機会にと思って姫路城の中の湿地など、里山では

なくて都市の中の自然という話を調査結果から話させて頂きたいと思います。40 年前に先

輩の先生方が姫路城の自然の調査をされました。そういうことで、高校の教師および生物

学会とか、将来を担う高校生と一緒に姫路城の調査を行いました。まず北側にある原始林、

原生林など色々名前はあるが、人が立ち寄らない樹林帯があります。40 年前にそこに数本

あったシュロ、亜熱帯性のシュロの木が今は３４７本、樹林の中の 2 割以上を占めていま

す。これは亜熱帯で、最近テレビのニュース番組で紹介された時にアマゾンみたいと表現

されていた。どんどんシュロが増えてきた。先ほど先生から紹介されたブラックリストの

ニセアカシヤとかハリエンジュ、この木も太い木は 10cm 以上が一本あるが、赤い 5cm も

ならない木が 20～30 本あります。これがどう変わるか。もう立ち入り禁止です。世界遺

産なのでタッチできません。それから掘りの方では、賢明学院の中高生が調査されて、メ

ダカ、オイカワ、日本在来の魚もあった。しかし、ブラックバズ、ブルーギル、どこでも

増えてる外来の魚があった。大きくなったミシシッピアカミミガメがあった。都市の中で

誰かがペットを捨てたというのがあると思うが、里山、湿地以外の都市の中でもこういう

現状であると報告させて頂きます。 
 



・服部コーディネーター 
姫路城の中に姫山原生林というすごい照葉樹

林が残っているが、そこの樹林の調査をずっ

とされているということで、ヤブ蚊が多かっ

たり、急傾斜だったりして大変なところです

が、その林を調査している途中の経過をお話

し頂きました。ここも外来種が入ってきて大

変な状況だということです。 
 
・西澤氏 
3 点ほど申し上げたいと思います。一つはエ

ドヒガンの保護ということに関するこれから先の進め方の問題ですが、先ほどご覧頂いた

ように、エドヒガンが密生しているところが密度が濃い。これを保護していくとなった時

に、エドヒガンを守るためにエドヒガンを間伐するということも現実問題として起こって

くるのではないかなと。例えばレッドデータブックの C にエドヒガンがランクされ、そし

て私たちの活動地が群生地として D にランクされているという状況の中で、そういう方向

性が本当に必要なのか。あるいは避けて通れないのか。学術的にどのように考えていった

らいいのか。服部先生のご意見をお聞きしたいと思う。もう一つ、エドヒガンの種子をま

いて苗を育てているが、これを谷に植えようとしております。自然を守るのに植樹をする

ということになってきていて、そういうことはどうなのかという思いがちょっと心の底に

ある。本来は自生したものを育てていくのが自然かなと言いつつも、やはり谷のサクラン

ボで育ててきた木だから、しっかりと植樹して守って次の世代を育てていく考え方でいい

のか。その辺も悩んでみんなで相談しているところです。それから 2 点目は、レッドデー

タブックの強制性というか。私たちの谷にもエドヒガンだけではなくていくつかの絶滅危

惧種が見つかってきています。そういったものを保護していこうと言うんですが。この植

物はこういうふうに育てたらいいですよというガイドがあればいいが、そういうものがな

い中で手探りやっていく、そうすると消えていくものもあるのではと思う。そうなった時

に、希少植物を守るということについて、もしレッドデータブックが強制的に守っていき

ましょう、この種は常に確認してということになると大変だなと思う。その辺も聞いてみ

たい。あとの 1 点は私たちの活動そのものの話ですが。とにかく、じじばば世代が中心で

して、入って来るときに年齢を聞いていないが、ほぼ男性は平均 70 歳ぐらい。私が 68 歳

でまだ若手です。女性はたぶん平均 60 歳ちょっと過ぎぐらいと思う。女性はまだ少し若

いと思うが、男性は次の世代をどうやって巻き込んでいくか。さらにその次の世代につな

いでいく継承をどうしたらいいのか悩んでいる。 
 
・服部コーディネーター 
非常に重要なお話で、後でこの問題について話して頂けたらと思います。 
 
・松本氏 
先ほどため池の重要性、あるいは多様性についてお話させて頂きました。これをどういう

ふうに保全するのかというところが今後の重要な課題です。その一つの事例といいますか。

兵庫県の取り組みで、いなみ野ため池ミュージアムという東播磨県民局が中心になった取

り組みがあります。ため池というのは色んな面で価値がある。私は生き物を切り口からお

話させて頂きましたが、文化的、景観的、水質の面、色んなところからの重要性が言われ

ております。実はこれを今後どういうふうに次の世代に、あるいはまた次の世代にいい状



況でもっていくのか。我々のような生き物を調査して、それをこのように守りましょうと

言っても、ため池というのは、やはり主体が水利組合になります。実際に農業をやってお

られる方も今まで永遠と管理をしている。これが生き物を育むもとになっているというの

は先ほどお話させて頂きました。これを水利組合を中心にしまして、地域の自治会、ある

いは子ども会、それと行政（兵庫県あるいは関連市町）が一緒になって、それぞれのため

池の協議会というようなユニットを作って、そこで色んな取り組みをしております。やは

り色んな面から参加ができるというところから我々も評価している。生き物についての勉

強会もその中でしている。というところで成果というか、今後に向けた取り組みができて

いると考えている。 
 
・白井氏 
レッドデータブックに関連して 1 点だけお話させて頂きます。服部先生も少しおっしゃっ

ていましたが、兵庫県のレッドデータブックの特徴として場所を指定する。いわゆる植物

群落とか生態系という形で場所を指定して、その場所を公開し、もうここはレッドデータ

ブックに指定しているというふうに公開しているのを皆で守っていこうというふうに取り

組んでいる姿勢は、他県ではあまりない取り組みでして、その点は非常に特徴的だと考え

ている。なので今後も、例えば貴重で珍しい生物がいっぱいいるような場所があったとし

て、それを隠す方向ではなくて公開して、その場所を皆で守っていく、管理も含めて守っ

ていく取り組みが重要でないかと、レッドデータブックの取り組みを通して感じたことな

ので、ここで発表させて頂きました。 
 
・今西氏 
生物多様性と私どもの活動がどうリンクするか非常に難しいところですが、基本的には環

境学習というのは地道な活動ですが、切り口として自然に触れ合うメニューがたくさんあ

ります。協会の中に環境創造部がありますが、創造するということが非常に大事なことで

して、今回の学習の中でも初めて集音マイクを使ってやるという、媒体を使ってやったこ

とについては非常に反響があったように私は思いますし、そういうことが身近な自然に触

れ合うことのきっかけをたくさん作っていくことが、多様性の認識にもつながってくるの

かなと思っていまして、これからの協会として、そのようなことをこれから展開してほし

いと私は思っています。 
 
・服部コーディネーター 
いろんな問題が出た訳ですが、西田さんの方からエドヒガンを例にとりまして、エドヒガ

ンを県が B ランクに指定したとして、これを守っていけという方向性を出したとして、じ

ゃあどういうふうに具体的に守るのか。あるいはいろんなレッドデータ種があって、その

種を保全しろと言った時に、どういうふうに具体的に保全するのか。よくわからないと。

そういうことに対してどうしたらいいのかというお話が出ました。それは非常に重要な問

題。こちらとして重要だから保全しろと言えば済むのかというと、実際には誰かが守る訳

でから、その保全方法が具体的でないとなかなか守っていけない訳です。そのことに対し

てはいかがお考えでしょうか。 
 
・松本氏 
やはり自然にあるものの、要するにどうするのか。例えば我々で言いますと、結局、水草

と湿地の植物は非常に弱く、少し遷移が進めばなくなってしまう。これをエドヒガンと関

連づけるかどうかわからないが、湿地を放っておけば林になってしまう。我々は加古川の



山間部の湿地を、今では林ですが、これを

数年前から木を切って湿地を復元しました。

ただし、これは木を切るだけであって放っ

ておきます。そうすることによって、もと

もとそこにあった例えばヒメミクリ、サギ

ソウ、トキソウ、ミミカキグサなどがたち

まち出てきます。こういうところは、前に

言いました土の中にある種子（埋土種子）

が発芽するのか、あるいはもともと貧弱に

生育していたものが優先になるのか、その

あたりはこれからの調査を待たれる訳ですが。やはり環境を作るのが重要だと考えていま

す。それぞれが生育できる環境があれば植物は非常に強いと考えておりまして、例えば林

の管理方法が適切であれば、そこに生育する種が成立するのかなと思う。例えば、県下で

ほとんど絶滅したような種を避難的に作っております。ただ家で作ったり、公共施設で作

ってますが、これも必要です。ただし、野生である限りそういうふうな法則に則ったやり

方が必要かなと思っています。 
 
・山本氏 
私は相生なので、シバナというレッドデータブックＡに関わっています。今言われたよう

にどこまで自分が手を出して守るか、いつも悩んでいます。放っておいたら海岸なので波

の影響によって掘り起こされてどんどん減っていく。それで土嚢を積んでも一時的に守れ

るが、また翌年波にのまれてしまう。移植してもなかなか育たない。ほんとに今でも困っ

てます。実は 7 月 31 日のひとはくのシンポジウムに参加して、いろいろ意見を聞いてそ

れを確かめたいと思っています。環境を作るということを基本にやっております。今上手

くいっているのは、近くに赤穂の海浜公園の中に塩田に同じような環境があったので、そ

こへ県にお願いしてもっていって、サンクチュアリを作って、そこが絶対温存されるとし

て、そこから相生に移植して色々と手だてをうっているがなかなか上手くいっていない。

地域の人と協力しながら、皆で何か出来るところからやっていく。100%成功しなくても少

しずつやっていくしかないと思います。批判して悪いですが、行政の方はそれして完全に

出来るのかとすぐ言われます。それ言われると自然相手のものはできない。だけどやるこ

とによって上手くいくかもしれない。失敗した時にはゴメンでわかって頂ければ一番幸せ

ですが。失敗したらそれが経験になって次に活きてきますので、ちょっと見て頂けたらと

思います。個人の意見がかなり入っていますが、そういう感じです。 
 
・服部コーディネーター 
里山でもそうですし、先ほどのため池の法面もそうですし、昔は伐採して芝を利用して、

あるいは法面の草をとってそれを馬や牛のエサにしたりということで、そういう行為自体

が多様性を育んできた。今の里山の問題なんかを見ても、里山を管理したらいいのはわか

りきっているが、誰も里山に入って木を持っていこうとしない。だけどそこに貴重種があ

るからその貴重種をどうするのか。今までの生活自体が管理と離れてしまっているような

状況な訳ですね。その中で植物だけを昔のような形で持続させるのは非常に難しい問題。

ですから、結局それぞれの植物、あるいは指定した場所ごとにかなり細かいガイドブック

がなければ、なかなか保全は進まない気がするが、今はまだそんな段階では全然ないので、

少しずつはそういうことに対する解説書が必要。先ほどのエドヒガンはまさにそうで、エ

ドヒガンがこれからどんどん大きくなってくとしたら、大体天然記念物になっているどこ



どこの大桜はほとんどエドヒガンですよね。樹齢何百年となると、それこそ 100m2 に密度

として 1 本ぐらい。今現在生えているのはおそらく密度の高いところで 10 本ぐらい。そ

の 10 本のうち、ずっとおいておくと最終的には 1 本になるから、伐採しないまでもどれ

かが負けて結局少なくなっていくということがある。そういうことを初めから予測してお

いて、ここの管理はこういうふうにした方がいいですよというのが本来必要だと思う。例

えば植物群落だけでも 506 地点ある訳ですね。この 506 地点について各地点ごとに細かな

説明がなければいけないということですが。なかなかそこまでいっていないので、できる

だけ進めていかなければならないと思う。それと個々の種の栽培方法で、ジーファームを

もっていてそこで絶滅危惧種の植物を育てているが、今までどれだけ失敗したことか。内

緒ですけど（笑）。いっぱい失敗している訳ですね。園芸植物の技術は確立されているが、

野生植物の技術は全然確立されていない。そういうこともきちっと裏付けを作っていかな

いといけない気がします。その点、今西さんいかがでしょうか。環境創造協会でそういう

ことを積極的にやるということはないでしょうか（笑）。 
 
・今西氏 
大変なことをふられましたね。環境調査課がありますので、基本的にこれからそういうと

ころで、また人と自然の博物館の先生と対応して、今後のそういう蓄積をしていくことが

大事。もう一つはやはり今回六甲山でやりました温暖化の関係の植物との相関関係という

事実を一般の方が知り得るという土台を作っていかなければ、生物の貴重種を守るところ

までもっていかないと思う。個人的な意見ちょっと言っていいですか。個人的にやってい

る事業がありまして、その時には貴重種レッドデータの A ランクを保護しているが、一番

大事なのはバックヤードにその地域の方々の協力がなければ全く成り立ちません。その人

たちが守りたいという意志を作るのには何年もかかります。その人たちを説得するにも努

力は必要です。そのエネルギーが基本的には続くか続かないかによって非常に決定する訳

です。やはりこれからエドヒガンの色々なことをされることと思いますが、息長く、根気

よくされることが大事だと思います。 
 
・服部コーディネーター 
レッドリストというのは、そういう意味で兵庫県なんか西田さんがやって頂いているとい

うのは、誘導していい方向にもっていったと思いますが。あと具体的な方法論についてま

だ問題があるということでしょうけど。兵庫県ではマニュアルみたいの作ってますよね。

なんていうんでしたかね。あれをもっと発展させると、それぞれの保全群落ごとにとなっ

てくると思いますが。 
 
・土岡氏（自然環境課） 
昨年度、生物多様性配慮指針ということで、公共工事とかそういうところでもっと気をつ

けないと生物がなくなってしまう、という意見が戦略を作るためにあったものですから、

そういう公共事業の場で配布すべき事項、あるいはとるべき広報であるとか、そういうの

をまとめると共に、他府県なり県外の優良な事例を集めた生物多様性配慮指針というのを

昨年度作っています。昨年度は河川と道路と港湾編を作りました。今年度引き続いて森林

の用地、ため池というものの指針を作りたいと思っていますので、またこういうのが必要

だよというご意見があれば自然環境課の方に寄せて頂けたらありがたいと思います。 
 
・服部コーディネーター 
生物多様性配慮指針というものがありまして、それは基本的に公共事業等でこれから開発



するときに多様性を保全するためにはどうい

うことが必要なのかというガイドブックみた

いなものなんですね。今、西田さんのお話聞

いていたら、こちらで決めたレッドリストに

なっている群落の保全ということなんですね。

だから、こちらもその辺が全く抜けていたの

ではないか。保全するものに関しては、リス

トだけ挙げておけばなんとか皆が保全してく

れると思っているけれど、実際には保全して

くれる方々がたくさんいるんだけれど、それ

に対する配慮指針も本来必要だったのかな。課長さん、もうちょっと拡大してどうでしょ

うか。 
 
・土岡氏（自然環境課） 
確かにそういうことも重要だと思いますので、ご意見を伺いながら検討していきたいと思

います。 
 
・服部コーディネーター 
西田さん、これで大丈夫だと思いますので（笑）。 
 
・服部コーディネーター 
それと、あといくつか問題が出たのですが。復元と再生の問題で、先ほどもエドヒガンの

話しが出ましたけども、エドヒガンがどんどん増殖していった時にそれを植えるというこ

とですね。そのことに対してどうなのか。本来ならば勝手にタネが飛んできてそこで自生

するのが望ましいけれど。そうではなくて、こちらで大量にタネから苗をつくってそれを

再生というか、創出することは一体どうなのか。その問題を言って頂いたと思いますが、

そのことはいかがでしょうか。 
 
・服部コーディネーター 
昔、加古川でフジバカマがありまして、フジバカマが絶滅に瀕しているということで、加

古川のフジバカマのタネをたくさん取ってきて、うちで栽培して、子供たちと一緒に加古

川に戻したことがあるんです。そしたら新聞社にすごく取り上げられて、良くやったと言

われたのですが。その加古川のフジバカマをどこに植えたかというと猪名川に植えたんで

す。これは無茶苦茶に言われまして、服部はなにを考えているのかわからん、これは人の

やることじゃないと無茶苦茶に言われたが。その時、2 万年前には加古川と猪名川は繋が

っていたと言って逃げたのですが（笑）。実際には猪名川にはフジバカマが絶滅しています

し、セイタカアワダチソウが生えているし、昔はあったという記録があるのだからフジバ

カマを戻してもいいのではと僕は思っています。ただ、元々無かったところに他の地域か

ら持ってくるということに対して、すごい後ろめたい訳ですね。だけど、そういうことを

しないと保全できない場合もあるので、非常に難しいところですがその点どうでしょうか。 
 
・西澤氏 
今先生のおっしゃったことに関連するのですが、私自身はどこまで手を貸すかということ

はあっても、タネをまいて育苗して、それを水明台周囲の里山に移植して育てていってや

る。そういうことであればまあいいのかな。ただそれを、例えば学校のグラウンドに植え



るとか、あるいはどこかの川の並木に植えるとか、そういうような話しになってくると、

ちょっとどうかなという気がしているのですが、いかがでしょうか。 
 
・服部コーディネーター 
非常に難しい問題で。尼崎 21 世紀の森では、遺伝的多様性を世界で初めて徹底的にやっ

ているぐらい徹底して、猪名川水系、武庫川水系、六甲山系という地域からのタネで育て

た苗でしか植えていないような森作りをしようとしている訳ですね。でもそれ一面見ると、

それこそ西澤さんが言われたように、確かにそこが猪名川水系、武庫川水系、六甲山系の

ところだけど、元々全然なかったところにそういうものを植えるのはどうなのかという基

本的な問題が出てくる訳ですね。そういうような問題についていかがでしょう。 
 
・今西氏 
生物多様性の基本の考え方があると思うんですね。だからバランスの世界だと思います。

そのバランスを考えたときに、その種がそこの地域のどういう位置づけになっているのか、

植層の中でですね。これがやはり一番基本だと思います。また、私は思いますが、それを

崩すと優先種がそればかりになってしまってバランスが崩れてくることにつながるかと思

います。それは動物の世界でも一緒で、食物連鎖の中であのピラミッドが大きければ大き

いほどバランスがいいということになりますので、そういうことが必要だと思います。 
 
・白井氏 
私ども移植をするなどの保全対策として取り組みをすることはそれなりにありまして、い

つも問題点としては考えております。ただ、その場合にやはり注意すべきことは、今バラ

ンスというお話がありましたが、なるべく種だけを見るのではなくて、その種を取り巻く

環境、周囲の環境がその種にとってどうなのか。例えば極端な話をすれば、その場所はそ

の種にとってあまり適当でない場所かもしれません。その場合には、そこにその種の大群

落をつくるといっても無理がありますので、その辺は注意して移植などを考えなければい

けないとは思っております。 
 
・松本氏 
小野市でちょうど河川工事で、親水公園を作ったときに、植栽を実際やっていた訳ですが。

コガマという絶滅危惧種がありまして、コガマを植栽しておりました。私じゃなしに工事

の中身の話をしていますが。それでコガマとかいろんなものを、水草あるいは湿地に生え

るようなものを植えて親水公園にした自然の川なんですが。我々知って、後で調査に行っ

た時にコガマが生えていてビックリしたのですが。実はコガマというのも極希に我々の周

りにも見られます。このような種類は、どこの個体を持ってきたのかわからないので、非

常に危惧しておりまして、植えることによって混乱を起こす、攪乱するというところでし

て、遺伝子の多様性にかかってくるのではと思う。ですから我々は、地域の種を重要視し

ておりまして、やはりどこの産かわからないような、ただ庭に植える分に関してはそこま

で問えないのですが、あくまで自然と言われているところでは排除すべきかなと考えてお

ります。 
 
・服部コーディネーター 
非常に難しい問題で、エドヒガンのどこまで植えていいのかということですね。エドヒガ

ンのどこか遠くの、例えば東北だとか九州だとかのエドヒガンをこちらの川西市にもって

きて植えるのは非常に大きな問題だと思いますが、猪名川水系の学校の中にエドヒガンを



植える時に、僕だったら川西ぐらいだったらいいのではと思います。ていうのは、そのタ

ネが飛んでどっかにいったとしても、元々川西市の自生種ですからそれで遺伝的攪乱を起

こすことにはならないし、現実には学校の校庭にどこからかわからない桜をいっぱい植え

ていると、それに比べたらまだ猪名川流域とはっきりわかるような桜ということでいいの

かなと思ったりするのですが。ただこれもどこまでそういう領域を広げたらいいのか現実

にはわからない訳ですね。今度兵庫県が作りましたブラックリストにチガヤが入っていま

す。チガヤという植物は、兵庫県なんかでは極一般的にでてくる植物なのですが、ブラッ

クリストに挙げたのは兵庫県産外のチガヤということで挙げている訳です。というのは最

近在来種を使おうということで、法面にチガヤを使い始めた。ところがチガヤを使う時に、

国産のチガヤを使うとタネの採取なんかで非常にお金がかかるということで、中国からタ

ネを持って来てまくようになった。そうすると外来の牧草よりもっと始末が悪くて、よう

は外国産のチガヤなのか、国産のチガヤなのかわからない。そんなのがいかにも国産のチ

ガヤ風の顔をして日本に蔓延っていて遺伝的な攪乱を起こしやすいということで、非常に

問題になっているので、ブラックリストに入れた訳ですね。そうすると兵庫県産といって

いるけど、日本海側と瀬戸内海側で全然遺伝的に違うのではとか、淡路のは全く違うだろ

う。地域をどこにするかは大きな問題ですね。だからそういう問題はあるので、なんでも

貴重種をどんどん増やしたらいいという話にはもうならないと思う。植える前には場所な

どを考えないといけないと思うが。ちょうど神戸大の武田先生が来ておられますので、ど

うでしょうか。 
 
・武田氏（神戸大） 
やはり移植という問題は遺伝的な攪乱がかなり考えられるので、その辺はどこまで範囲を

広げていいのかはわかりませんが、やる場合は少なくとも同じ水系のやつ、範囲というか、

それぐらいでいいと思いますが、植物の場合はあまり動かないのでそんなに大きな問題は

ないかと思う。昆虫なんか、特に最近いろんなところでホタルなんか放流されていまして、

とんでもないところから持って来られたというのもありますし、それからホタルも水系ご

とによって違う可能性があるので、それをまた違うところで放していいというのは、ちょ

っと問題があると思います。植物の場合はたぶんそんなに大きく拡がるということはない

と思うので、同じ水系であれば許される範囲ではないかと思います。桜、エドヒガンにつ

いても、もっと公園に植えたり、学校に植えたりして皆に知ってもらった方がむしろ良い

のではないかと思います。それで一般の方に知ってもらって、保全するというか認識をも

ってもらって活動に参加してもらうというやり方もあるのではないかと思う。 
 
・服部コーディネーター 
あとは由来ですよね。由緒をきっちり書いておいて、この桜はこうこうこういうことで、

ここからこうしましたというのがあれば、それではっきりわかるのではと思うが。今はそ

ういうのが全然わからない状態というのが問題だと思います。それでは、もう一つの問題

で、一番これが重要なんでしょうけども、これも西田さんの方から言って頂いた、誰が守

っていくんだという継承の問題ですね。それで松本さんも色々やっておられますし、山本

先生も今優秀な学生さんが今日は発表されましたけども、そういうことで誰がということ

ですね。それの具体的な方法とかアイデアがありましたらお願いします。 
 
・今西氏 
個人的な話しでよいでしょうか。協会から外れてすみませんが、個人的な話しをさせて頂

きます。やはり守っていくには覚悟が必要ですね。基本的にはやる限りは、１０年スパン



でものを考えていかなかったら、なかなか保全はできません。また地元の人も世代交代に

入りますので、地元の人たちの世代交代に合わせて、またその人たちにもわかってもらえ

るような場作りもしていかないといけない。ただ守るだけでは皆が賛同してもらえません

ので、そこから何を得るんだということが地元にはどうしても必要になってくる。何を得

るのかということを、その守りたいと思っているグループと地元の人との共有を図ってい

く何かの一つの考え方を持たなかったら、なかなか 10 年間それを続けていくのは至難の

業だと思う。そのためにも毎日声かけをして、今の状態を地元の人にきっちり報告をして

いくことがまず大事だと思います。そいうことがやっていくのに大変な思いをしておりま

す。 
 
・服部コーディネーター 
松本さんは、先ほどため池をどのように保全するかということで、組合とか所有者とか自

治会とかの連合でいろいろとやっておられるようですが、その辺をもう一度お願いしたい

と思います。 
 
・松本氏 
具体的な例として、ため池の中に、実は加古川の一つの池ですが、ジュンサイの池の中に

は、オグラノフサモとか、ヒメコウホネとか色んな種類があります。大変、多様性が高い

貴重な池です。地元の人に当然ながら知ってもらいたい。これをどういう風に伝えるのか。

実はレッドリストの起用なんですね。これ大変珍しいって言って、ましてやオーバーぎみ

に、兵庫県の中ではおそらく数カ所しかないと、実際にはもう少しあるんですね（笑）。少

しオーバーぎみに言い回しで、大変これはいいんですよということでやれば、その地域で

は非常にのってきまして、当然、兵庫県の東播磨県民局とか、土地改良事業しようとか協

力を得るのですが、その地元の方がこれは守らなあかん、そしたら何や、周りの地域の人

に知ってもらう、あるいは関心をもってもらうということでジュンサイ祭りになりました。

もう今年で 4 回目になるのですが、ジュンサイが出来るときに、7 月ぐらいにやりまして、

その池のジュンサイはどれだけ美味しいんやという一つのきっかけをとりまして、この池

は大変貴重なんですよと PR して、今はそういうことでその池自身はいい方向に向いてい

ると私は思います。 
 
・服部コーディネーター 
今のことに関連して他に何かご意見ありませんでしょうか。こういう保全活動に加わって

頂く方は、先ほどもお話にありましたけど高齢の方が多くて、なかなか若い方につながっ

ていかないですが。松本さんところでは若い方がどんどん来られているということですか。 
 
・松本氏 
実際は我々も一緒でして、ただ県民局の方にその取り組みの仲間として、例えば明石高専

とか、農業高校とか、高校生あるいは若い人も参加をするというエネルギッシュな活動し

ているらしいです。ただ卒業して色んなところに彼らは出るのですが、なかなか戻ってこ

ないのも事実ですね。 
 
・山本氏 
独特な植物を守るということで、自分なりに 10 年スパンを設けて 15 年ぐらいになるんで

すが、なかなか拡がらないので、地域にも呼びかけるが、なかなか動きがというか、自治

会にしてもなかなか。共通のメリットがないといえばないが、貴重で兵庫県にここだけや



とその意識は皆、名前も知って植物も知ってくれているが、実際にここに来るために環境

を維持していこうとか、何々していこうという理解をしているが実際に自分が一緒になっ

て活動をしようかとなると、なかなか呼び込めてない。若い人もその時には来てくれるが、

それだけであとは来てくれない。今松本さんが言われていたとおり、共有する何かを作っ

ていかないといけないなと、今は里海とかいろんな形でやっているが、ほんの一部の人間

が頑張っててなかなか和が拡がっていかない。それをぜひ勉強して地域に活かしたいので

すが。頭じゃなくて行動する何かをどう作っていくかというのを、ぜひ服部先生に教えて

頂けたらと思います。 
 
・服部コーディネーター 
それこそこちらがお聞きしたかったのですが、一番難しい問題ですね。県はレッドリスト

作って多様性が非常に重要であると大体認識して頂くような構造は作ったと、そのことに

対して県民の方も大体理解を示すようにはなったけれど、では実際にどう動くのかという

ところになると、なかなかそこまで入って来て頂く方は今の段階では少ない。それをどう

したらいいのか、これは僕の責任じゃなくて、県の責任です（笑）。課長さん、最後にこれ

はどうしたらいいでしょう。 
 
・土岡氏（自然環境課） 
最後にふられましたが、そんなに明確な答えを持っていないです。ただ、最初に今西先生

が言われたように、やはり地元の方なり活動されている方が守っていきながら何か売るも

のがあるという取組みが、継続的な活動をしていく上では必要なのかなと。一つ有名な話

で、コウノトリの保全活動やっている地域のお米が非常に高く売れていると、お米が高く

売れることによって地域の経済がある程度潤う面もあるし、農薬をあまり使わないでコウ

ノトリの生息地を守りながらお米を作っていこうという取組みをされているが、そういう

ことが評価されることでお米が高く売れて自分たちの収益にもなっていると、そんな上手

い構造はなかなか見つからないが、そういう保全活動とプラスして経済的な産業的な、何

かメリットというか、作っていくような取り組みをしなければ、なかなか 10 年 15 年と継

続した活動にはなっていかないと今思っているところです。そういうところをなんとか皆

さんと一緒になって、長く続けなければ生物多様性は保てませんので、それの取組みを今

後考えていきたいということで、一つ今年度は、皆さん色々取組みをされていますので、

そういったものを生物多様性の取組みのシンボルとして今年度県の方で設定して、そうい

ったことを県も PR し、あるいは企業であるとか、そういうところも参画願う中で、継続

して活動していけるような仕組みをやっていきたいと考えておりますので、これについて

も皆さんのご意見を伺いながら進めていきたいと考えております。すみません。最後のシ

メになってないかもしれませんが。 
 
・服部コーディネーター 
最後にその、自然環境課の方では兵庫県の NPO の団体がたくさん進めているプロジェク

トの中でシンボル的なプロジェクトを抽出して、それをどんどん広めていこうと考えてお

られます。これも一つ大きいのではないかと思います。それと今日ここで僕も、松本さん

が法面の植生をやっておられることを全然知らなかったのですが、一応僕は法面の植生で

は専門家なんですが（笑）。そういう身近にいながらそういうことを知らないことが、こう

いう会議でお互いに情報を交換し合える。あるいは後継者どうしようといって悩みを分か

ち合えるということも一つ重要じゃないかと思います。ですから、こういうのを 1 回で終

わらすことなく継続的に行えれば、少しでも良くなっていくのではと思います。なんか全



然最後は上手くまとめることは出来ませんでしたが、これでパネルディスカッションは終

わりたいと思います。 
 
・司会者 
では、ここで会場にいらっしゃる皆さんの中で、只今の質問に関して何かご質問、ご意見

等がありましたらお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。 
 
「質疑応答」 
・発言者 A 
今日の冒頭の研究発表の中で、市立姫路高校の生徒が非常に貴重な観察と考察結果を発表

して頂きまして、ありごとうございました。当然のことながら、場外公園から場内公園に

向かってタンポポの交雑種が増えている、その群落が増えているのは当然の結果だと思う。

今日の主題とはちょっと外れるかもしれませんが、特に山本先生にご意見があればお伺い

したい。外来種というのはご承知の通り、別名、侵略的外来種とも言われる訳ですね。そ

れでこれは極力駆除しなければならない、防除しなければならないというのが一般的です

が、姫路城の中だけに限って言うと、所有者が行政であると、研究者は学校生徒であると、

そこで全く管轄が違う訳ですから、防除という観点からみるとやや局面が変わって、色々

ご意見が出るかと思いますが、外来種または交雑種の物理的な除去ということに関してど

のような切り口をお持ちなのか簡単にお話下さい。 
 
・山本 
自分の私論なんですが、タンポポは非常に身近で、小学校からいろいろと子どもたちの身

近な植物です。それが 2 種類ある。高校生になっても、一般に言っても 2 種類あることを

知らない。しかしタンポポはほとんど知っている。これは在来種だから置いておいて、こ

れ外来だから、北アメリカから拡がったやつだから駆除せよとか。また外来の花粉を飛ば

して在来種のカンサイタンポポの花に付いて、その花を乗っ取ってタネを外国の雑種をつ

くって、それをまた飛ばして増やしていくと。昔はそういう形で棲み分けしていたが、そ

れが花粉が飛ぶことによって雑種が出来るということで、ほとんどカンサイタンポポが少

なくなっています。それを見分けるのも雑種は非常に難しくなっていると思います。見分

けたから、それ採ったからどうこういうのではなく、もう無理だと思っています。だから

僕個人としては、それは都会においては都会、しかし自然が残るところではまだ在来のタ

ンポポが残っていると。ある意味では、物理的に駆除できないから棲み分けていく。それ

で環境を二分化、昔みたいに自然豊かな環境にすれば、少しでもカンサイタンポポが増え

ていくだろうし、どんどん入ってくるが、守るためには環境を良くするしかない。物理的

には不可能じゃないかなと思っている。姫路城のシュロの件に対しても、個人的な意見で

すが、服部先生もよく言われているが、日本の景観がなくなっている。景観を守るところ

とか、そういう大事なところは物理的にしたらいいのかな。しかし無理なところは環境を

直すしかないかなと思う。服部先生、シュロの件でご意見ありましたら。 
 
・発言者 B 
先ほどのお話にありましたように外来種の問題、今日はあまり出てないのですが、大きな

問題で。兵庫県では淡路島でナルトサワギク。それから植物ではその他たくさんあるが、

海岸線にですね。鳥類もそうです。四つ足もそうです。この問題はなんとか経済的な問題

もあるので、どういうふうにするのか。グローバルな時代に対応難しいと思うが。これか

ら多様性の中で、日本の種だけの話を今日はやっているが、考えていって頂きたいなとい



うのが一つ。もう一つは、日本人があまりにも生き物をペット化していると。これが金に

なると。デパートで、今夏休みですが、色んな昆虫類が売っていて、それがまさに自然で

あるがごとくですね。そういう受け入れ方。先ほどホタルの話もありましたが、先週土曜

日ですか、東播磨県民局でこんな話もあったのですが。そこでも私申し上げたのですが。

とにかく、こういう自然感と、今の子どもたちの接触の仕方は異常じゃないかと思う。こ

れはすぐどのようにできるかという、答えは私自身ありませんが、このままいっていたら

めちゃくちゃになると。一番問題は金に、今経済的な価値観が最大ですから、そちらの方

で突き進むことなんでしょうけど、こういう世相とういか、これはなんとか学校教育等に

おいてもきちっとやって頂きたいと思います。話題に出ていませんが、自然が破壊する最

大の問題じゃないかと思っております。答えて頂かなくても結構です。次々ありますので、

その時に答えをお願いしたいと思います。 
 


